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特集
小学校工作･技術教育に関する
諸外国の現状及び日本の歴史

スウェーデンの工作教育

1.はじめに

スウェーデンにはスロイドと呼ばれる教

科があり､1880年代から1900年代にかけ

て世界の手工教育に大きな影響を与えたこ

とで知られている｡なかでも､オットー ･

サロモンがネ-ス･スロイド学校での実践

を通して検証し､ネースのスロイド教員養

成講習会への参加者やスウェーデンのスロ

イド担当視学官などとの議論を媒介として

つくりあげていったモデル ･シリーズとい

う一連の木工のモデルは､スウェーデン国

内では1950年代まで使われたという点でか

なり長期間生き続けたものであった｡現在

のスウェーデンでのスロイド教員養成コ-

スでは､学生たちはスロイド教科の歴史の

-コマとして､サロモンの教育思想や実践

を学んでいる(筆者は､1997年度にリンシ

ョービン大学にて､2003年度はストックホ

ルム教育大学にてそれを実際に見学する機

会を得た)｡スロイド教科の性格も1930年

代や1960年代以降に大きく変わっていった

が､そのようなスロイド教科の歴史につい

ては別稀にゆずり(I)､次項においてスウェ

ーデンの工作教育の現状について紹介する｡

2.スロイドの時間数と実際の授業の様子

現在のスロイドの授業は､木工 ･金工ス

ロイドとテキスタイル ･スロイドの大きく

名古屋大学 横 山 悦 生

2つに分かれて行われている｡授業では､

第3学年から第7学年までは､通常のクラ

スを半分に分け､木や金属などの固い材料

を扱う木工 ･金工スロイドと布などの柔ら

かい材料を扱うテキスタイル ･スロイドの

2種類のものが前期と後期にそれぞれの半

学級が入れ替わって学習している｡そのよ

うなシステムによって､スロイド担当教師

(現在ではテキスタイル･スロイドと木工･

金工スロイドのそれぞれの専科教員が担当)

は15名以下で授業を実施している｡さらに

第8学年と第9学年では､木工 ･金工スロ

イド､テキスタイル ･スロイドのどちらか

を生徒が選択して学習している (教科内選

択)｡つまり第3学年から第9学年までス

ロイドは必修教科として位置づけられてい

る｡授業時間は学校によって異なるが､多

くは過に1回で80分か110分である (日本

の学校でいう2時間連続の授業に相当す

る)｡スロイドの授業の様子や設備の一部を

撮影した写真 (No.1-6)を掲げておく(2)｡

これらの写真にも示されているが､スウ

ェーデンの工作教室には豊富な道具類や材

料が置かれていた｡筆者はストックホルム

郊外の学校で7年生 (日本の中学1年生に

あたる)の授業を長期にわたり見学したが､

12月には (木工 ･金工スロイドの)自由製

作課題となり､生徒は豊富にある材料を自
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写真 1 本エスロイドの樺業の様子

写真2本エスロイドの授業 の 様 子

革 脚-
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写真3木工里の適鼻緒

由に睡川していたことが印象深かった｡

3.現在のスロイ ド教科の El的と性格

スロイ ド教科の臼rr'.)は､現在のス.IJエ-デ

ンの ｢梢碍計画と評価基準 (ltt･rspl耶IL･1.

｡chhcfyHSkrjl亡icr)J(F描 の学習朽埠壁紙

に相当する)では､次のように規定されて

いる11㌧

r教科 スロイ ドは隼徒の創造的 tskn-
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写真4 木 工 室 の 道 具 類

写真 5 木 工 室 の機械 (木工旋盤等)

写真 占 テキスタイル･スロイドの柏葉の捕手

pall血)能九 革1的 (mnmle)局 能九 コ

ミュニケ-ション的能力の錬磨を通じて生

徒の全面発達に等pL]I.する｡スロイド教科は

IJ=11乍楽 (111iHMeutarbete)と知的作業を拭

一･的に包含しており､創造性､好荷心､寅

作感,∩止性､間組附 加 巨ノ｣を発達させる｡

それは､アイデアに始まり､完成したモノ

にいたるプロセス (スロイ ドプロセ封 に

表現 される｡テキスタイル.木工 ･食:Lス

ロイ ドは､生砧が彼ら∩身の能力へ瑚 真相

を強化し､日常生満での開場に対処するた
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めの判 桁を与える知識を発達させる./チ

ザインと機能を評価 し､判断することは､

日常生痛において頻軌 こ必草とされる｡ス

ロイ ドの教育は弟的 (cstt:tiskft)価鳩につ

いての意地を創り出すこと､材料の選択や

加⊥､讃計が製作物の機能と耐久性に及ぼ

す形弓削こついての理解を発達させることを

Ff的としているoスロイ ドの敬啓のなかで､

環境問題や安全問題に関する細動を5'pえた

り､資源を節約することの虫饗性に関する

意識を油遊することも目的としている｡ス

ロイ ド教科は､新しい思考や新しい創造の

ための基礎をすえることになろう4この載
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再は､過去と現在のスロイ ドの転紙に関す

る知親を通して､牛晴史や･平等問題への見

識を与えることになろう｡スロイ ド教科は､

よりはい視点 か ら多様 な文化 の手工

(hantverli)のJiJt灘 に関する忠誠を創造す

ることも目的としている｡｣

ここで､rアイデアに始まり､完城したモ

ノにいたるプロセスJを学ばせるとしてい

る点は､今日Ujrも0)づ(り｣学習oj基本

であり､近年U)テクノロジ- ･エデュケー

ション0)EBlt輝的動向 (̀̀Technt-logyedu亡a-

1ionff)ral門 で追求されている畠でもあ
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写真2I キャンドJLJ

(9年生･男子)

右｡また､｢確境問題や安全間掛 こ関する知

識をILfえたり,資源を節約することの垂輩

写真17 調味料置き

(7年生･女子)

写
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写真18 鳥小屋

(6年生 ･舞子)

写真19 ヘリコプタ- (8年生 L男子) 写真20 うさぎ (6年生)

写真22 ひしゃ( (8年生 L男子) 写真23 木製バケツ (9年生･宍子)
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(左から)写真24木製コップ(9年生)
写菓25 木製腰掛け(7年生.男子)
写真2古 木朝摘子(9年生･女子)

性に関する忠誠を滑車する｣としている点

も同様である.スウェ-デンでは､この教

科のR帆や件格を｢196OfTT･代以降のスロイ

ド教科は創造拙 朋鋸こねらいをおき､その

Fl的は生徒が作業する材料を使って柵性的

な襲別を兄いだすように刺激する｣ことに

あり､｢芸術教科 te純血ltfHllnnL:ll)の--

つである｣とする見解が支配的であるが州､

ものづくりを基本的性柘としている点で､

技術敢再としての上作教育oj順融をもって

いると考えられる｡

4.スロイ ドでの生徒の作品

次tこ､スロイドで三脚乍された作油 性 徒

の性別と学咋)の琴曲 (～(L7-26)を描け

る15日IL)

捕 道 の 基 本 の 苧 習

性 徒 の 年 齢 は 10 歳 ( ら い )

左 か ら 写 真 2 7･ 写 真 2 8 ･ 写 真 2 9

▲ V ′i

5.テタニーク (Tekr触)

スウェ-デンには､19叩叶代より新たな

必修教科として､テクニ-ク (E]本蔀に柵

訳すると技術)という教科が背増し川.こ

の教科でも工作教商 (ものづくり)が行わ

れているDこの教科は必悼教科ではあるが､

5学年までとり学年までの到達目標だけが

謂起されており､どのように尖施するかは

宙甲種にまかされている｡また､そ叫t出

する教師も剖坤斗tl)免許をもった教帥やスロ

イドの免許をもった教師が現職榊帽をう打

て担当する場合が.夢(､テタニーJjでとり

あける教材も多様である.巧良27と'ij:出2ft

に掲げたものは､第3学星L.:の隼徒が触り釦

/tJでいる課題である｡巧iLi,2()もji'貞27と
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同様でり､牛徒は｢事rh

に組み合わせをつ (

る｡

銃後に､赦El荘城大

学のテタニークUj招集

でゲル-プ製作の課鰻

も写束30､等出31に示

しておきたい｡
テク二-クでの共同製作

く歴史の学習と関連させたもの)

左から写真301写真31

6.おわUに

以卜にスロイ ドとテクニ-クで触り組ま

れている作砧を中心に鮒介してきた｡スウ

エ-デンでは､スロイ ドという教科におい

て充'果した施設 ･設備o)もとで糖かな工作

体験がf姐碍されているうえに､テタニーク

という教科でも上作的な内容が含まれてい

る｡筆者がスrlJエーデンに艮糊にわた-)て

描-ll･IL､スウェ-デン人の牛所ぶりを見て

考えさせられたことは､_上目0)†木口や良い

什蝦 (あるいはfi:串が終わ-)てから0)i/111

のH祁刑を仕って11分tT)家やサマ-ハウス

をつくったり､帽Pj!.Lたりしていることで

ある.寮には工作i削-iJJiそろえてあり､な

かには⊥作機械までおいてあるところもあ

った｡あるサマーハウスには余上室と木上

辛を分けているところもあった｡7-どもた

ちは､こうした所動に父親と一緒に加わり､

･f-f山 ､ながら迫/U<や機械を使 う技能在学/i,

でい(ように憩われた.また､IILj勲が豊富

にあるところでは､7･どもたちU)遊びのな

かで小掩づくりなどをしていたDこU)よう

な Tも0)-j(り｣の牌かな鹿牌が学校の⊥

什教育とは別にスウェーデン人の!r満 の-･--

蔀になっていることも付け加えておきたい｡
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注.

(i)拙稿 ｢物干亨的スロイドJa)JJ妃止をめぐっ

てl技術斡相即死金 好枝酌と戟ff丘節.W,2

1t巧,ド.1卜 P.13.2川J4年 2札 同 け りェ

-デンのスロイド教科の現状とその博史

(そ0)1)JF技術粗動 p･与A～p･(,15.2桝 4

年b]=L 同 ｢:1･)ェ-テンU)スLjイド教科

の軸珊とそu)fFff史くその2)- オットー･

サロモンとネ-ス少年J17tロイド学横｣r技術

軒損 ｡L158-p･63.2｡朋 年 7比

(2)こjLら0)写掛ま珊背か2(伽 牛2月に訪問

したウメオ市郊外u)学校で揃配したもので

ある̀

(3)skolv亡1･ker"(i'.uz､tlSkoh ､一･f<ufSPh一一

crJicL)･軒kriトeritlf-",i-91,lo仙

(4JS､･enHarrmnrl"L拙irCSku1-Sk叩"S･l仙

～S.HJ5,1()95

捌 '{-;-Lq17～ll)紘.ストソクホルムの学掛 二

おいて2m41ト6JJfEでスロイド担当教師

であった.Jjリストファー･ピンズ氏から

提供 し目 したものである｡

(6)写#:2(卜 2()は､へンリッJj･オロフソン

氏か;捉排されたものである｡

(71こ0)掛削こついては.拙稿 rスロイド0)

1Lt紙と技術科の誕lL.- 群過激帝にj=3ける

技術鞭円を考える- ｣FLl本の科学割 ,

Vol-4O,No･1,]抑u叩 ,2州5を参問された

い.


